
図表－1  商品の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

   

 

 

 

商 品 Σ 

プロプァ－ 

商品 

定番商品 

特売商品 

年間定番 

季節定番 

スポット商品 

チラシ掲載商品 

常備特価商品 

スポット特売商品 

売場の考え方， 

戦略，技術レベル 

などの総てが 

具体的に現れる 

売場を構成する 

基本的な商品 

 

プロパー商品を補完して 

売場の品揃えの幅を広げ， 

魅力を増すための商品 

・ 売上の７０～９０%を占める 

基本的な商品 

・ 全体の売上，荒利率，商品 

回転率などを左右する最も 

重要な商品 

・ 年間を通して販売する定番商品 

・ 販売が安定しているので，メーカー，卸， 

小売とも商品手配を計画的に行いやすい 

・ 年間を通して売上，利益の柱になる商品 

・ 特定の季節に限定して定番として取扱う商品

（通常１～３ヶ月） 

・ その期間の売上，利益の柱になる商品 

・ 定番商品を補完し，売場の品揃えの幅を広げ，魅力を増すための商品 

・ 定番商品のような継続性はない 

・ トレンド商品，見せ筋商品などのアクセントとなる商品が有効 

・ チラシに掲載するお買得商品。客数アップ，お客へのイメージ付けを 

目的とする商品。売上に貢献すればなお良い 

・ お買得商品以外にも特徴的な商品，新商品，話題商品など店舗 

イメージを形成するための商品が有効 

・特にチラシに掲載することなく，定番的に取扱うお買得商品 

・ 市場に安価で商品が放出された場合のみ取扱うお買得商品 

・ 通常商品，売価・原価，数量などは事前にわからない。 

したがって，その都度対応するべき商品 

商品回転率 

荒 利 率 

商品回転率 相 乗 積 

売上構成比 荒 利 率  


